











































図 １ 65歳以上の単独世帯数の推移(単位:千世帯) 
 














川井村社会福祉協議会では，2000年から見守り体制の組織化を図り，2004（平成 16）年 9月から Lモード電話機を用














した．2010年 8月現在岩手県内では 237人の利用者があり，さらなる事業拡大が図られている． 
 

















































































に示すように，2011年 1 月 24日の午後半日（約 6時間），被験者の個室のテーブルの上に端末を置き，行動記録と測定
データの比較を行うことで，険知性能を評価することとした． 








 次に，図 6のような表示のままであると状態が分かりにくいので，簡単に在室か退室かの確認ができる Webページを開
発した．データは 30秒ごとに取得できるが，現段階ではデータの安定性が低いため，表示は 4 回未検出のデータが続い
たときは「退室」と表示するように設計した． 
つまり，2分毎に在室か退室かが判断できることになる．図 7に開発した Webページの表示例を示す． 
 
図 4 測定環境 
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図 7 退室・在室の表示例 
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図 9 高齢者見守りシステム画面例 
 







元気発信をするとこの Web ページに表示されるだけでなく，同時に予め登録しておいたメールに転送することもできる． 




図 10 管理者側画面例 
 
 
図 11 メールによる通知画面例 
  
